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１．中小企業育成・環境保全ツーステップローン事業に係る調査団所見

１．フェーズⅠ

１－１　進捗状況

　本事業は、中小企業に旺盛な資金需要があるにもかかわらず資金調達が困難であるという状況

を踏まえ、資金供給を通じた中小企業の育成と仲介金融機関の審査能力の向上を目的として、

2006年3月に29億8,100万円を限度額としてL/A調印された。その後案件実施支援及び参加金融

機関（PFIs）・中小企業への能力向上支援を担当するコンサルタントとの契約がモンゴル財務省

（MOF）との間でなされ、2007年 4月に本事業第1号サブプロジェクトへの融資が行われた。以

来、2008年4月23日時点で51件のサブプロジェクトに対し、総額約11億円強の融資が行われて

いる。モンゴルの実施機関であり本事業の承諾委員会でもあるカウンターパート運営委員会

（CSC）への融資申請は各PFIsから当初の計画以上に多く寄せられており、事業完了予定である

2009 年 12 月よりも早く事業完了する可能性がある。

１－２　現　状

　中小企業への貸付け開始（2007年 4月）から1年足らずの現段階では、未完成のサブプロジェ

クトが多く存在するが、今次調査におけるヒアリングを通して、以下の現状が確認できた。1つ

目は、輸入代替産業育成への貢献である。最終消費財の多くを輸入に頼るモンゴルにおいて、輸

入代替産業の育成は大きな課題であるが、本事業を通して、モンゴル国内市場向けに卸売や小売

を行う養豚場やミネラルウォーター製造工場への融資が行われている。2つ目は、新規雇用の創

出である。モンゴルでは、失業率･貧困率がともに依然高い水準にあるが、MOFや中小企業など

へのヒアリングによれば、既に合計で数百人規模の新規雇用が創出されたとのことである。3つ

目は、仲介金融機関の長期融資審査能力向上である。2年以上の長期資金融資市場は、ドナーの

支援によるものがそのほとんどを占めており、審査担当者の長期融資審査能力は知識･経験とも

に不足している。本事業を通して、知識を得るのみならず実際に審査を経験することができ、長

期融資の審査能力の向上に貢献している。これら3つは、今後融資されるサブプロジェクトにお

いても期待できると同時に、モンゴルにおいて引き続き取り組まねばならない重要な課題でもあ

るといえる。

１－３　事業実施上の課題と改善点

　本事業の改善すべき事項として、事業実施体制の強化があげられる。今次調査の各PFIsや中小

企業へのヒアリングのなかで、モンゴル側でのサブプロジェクト承諾や貸付け実行の手続きに時

間を要しているとの意見があった。小さな政府をめざすモンゴル政府は、絶対的に政府職員の人

数が少なく、そのなかで、今後より円滑な事業実施を実現するためには、可能な限り手続きを簡

素化すること及び案件実施支援のコンサルティングサービスを質的にも量的にも拡充していくこ

とが重要と思われる。また、現在はMOFがCSCの議長を務めるなど実施機関の中心的役割を担っ

ているが、今後は中小企業支援を所管する産業通商省もより積極的に参画していくことが重要だ

と思われる。それにより、実施体制の強化に加え、より詳細な中小企業支援政策が打ち出された

際に、本事業とのより高次の一貫性を確保することが可能になる。また、サブプロジェクト承諾

と貸付け実行の手続きに関しては、PFIsや中小企業に対し透明性を可能な限り確保することも重

要と思われる。
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２．今後の取り組み

２－１　要検討事項

　モンゴル政府より本事業フェーズⅡの要請が既になされており、その実施の必要性や妥当性を

検討する場合には、既述１－３に加えて、次の各項目について更なる分析と検討が必要である。

　1つ目は、融資対象企業と資金使途、融資条件をいかに設定するかということである。具体的

には、融資対象とする中小企業の規模（従業員数や資本金･売上高など）・業種・立地の条件をい

かに設定するか、資金使途に制限を設けるか否か（現状は制限なし）、又金利・償還期間、融資

上限額をいかに設定するかである。これらは、フェーズⅠでの融資・返済状況、中小企業振興に

おける課題や政策との整合性、並びに市場の動向についての詳細な分析を踏まえて検討する必要

がある。

　2つ目は、本事業で雇用されるコンサルタントによるPFIsや中小企業に対する能力向上支援の

あり方である。本事業は、PFIsを通して中小企業へ資金を供給するだけでなく、それを通したPFIs

や中小企業の能力向上も事業目的のひとつとしており、フェーズⅠでもコンサルタントにより研

修等の取り組みがなされている。今後は、他ドナーやモンゴル政府、モンゴル関係機関等の取り

組みと一層の連携を図り、効果をより高められるような能力向上支援のスキームを検討する必要

がある。

　3つ目は、環境事業の融資促進についてである。フェーズⅠでは、環境事業への融資をコンポー

ネントのひとつとしているが、融資申請数は順調とはいえない。今後は、その原因を明確化する

ため、環境事業に係るより詳細な市場分析を行い、いかに環境案件を定義するか、優遇条件を設

定すべきか否か等について検討していく必要がある。

２－２　今後の取り組み

　フェーズⅠが当初計画より早く完了する見込みであり、かつモンゴル政府がフェーズⅡの早期

実施を強く望んでいることを踏まえ、フェーズⅠのレビュー及びフェーズⅡ検討のための調査を

実施し、上記の検討課題に係る分析を進めていく必要がある。
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